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� ごあいさつ

新
任
ご
挨
拶

四
月
一
日
に
中
部
森
林
管
理
局
長
を
拝
命
し

ま
し
た
桂
川
で
す
。

「
長
野
の
林
業
」の
読
者
の
皆
様
に
は
、日
頃

か
ら
国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に
格
別
の
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
に
か

け
て
の
二
年
間
、中
部
森
林
管
理
局
森
林
整
備

部
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。再
び
同
じ

中
部
局
で
勤
務
す
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
、

ま
た
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。管
内
の
森
林
や

林
業
の
状
況
は
お
よ
そ
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

不
在
で
あ
っ
た
五
年
間
を
含
め
最
新
の
事
情
を

改
め
て
し
っ
か
り
と
把
握
し
、国
有
林
野
事
業

の
適
切
な
実
行
を
通
じ
て
長
野
県
の
森
林
・
林

業
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
貢
献
が
で
き
る
よ

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、ま
ず「
公

益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
」と
し
て
、自

然
災
害
の
復
旧
対
策
、木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉

樹
林
の
保
存・復
元
を
目
指
す「
木
曽
悠
久
の
森
」

や
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た「
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
貢
献
」と
し
て
、

主
伐
・
再
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
、シ
ス
テ
ム
販
売

に
よ
る
木
材
の
安
定
供
給
、民
国
連
携
に
よ
る

森
林
整
備
や
木
材
供
給
、事
業
予
定
量
の
情
報

提
供
、人
材
育
成
や
技
術
開
発
等
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に「
山
村
地
域
の
振
興
と
森
林
の
総
合

利
用
」と
し
て
、地
域
の
伝
統
産
業
・
文
化
に
も

資
す
る
森
林
整
備
や
木
材
供
給
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
の
情
報
発
信
、イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

た
木
曽
地
域
の
復
興
支
援
等
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、長
野
県
を
は
じ
め
市

町
村
や
関
係
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
、ひ
い
て
は
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
を
含
む
長
野
県
の
森
林
・
林
業
の
課

題
へ
の
貢
献
と
も
な
る
よ
う
、特
段
の
努
力
を

重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
国
有
林
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
、着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
取
り
組
む
つ
も
り
で
す
。

さ
て
現
在
、林
野
庁
は「
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。端
的
に

は
、川
下
で
の
新
た
な
需
要
の
開
拓
、川
中
で
は

ユ
ー
ザ
ー
の
求
め
る
品
質
・
性
能
を
備
え
た
木

材
製
品
の
生
産
・
販
売
、川
上
か
ら
は
国
産
材
の

安
定
的
・
効
率
的
供
給
、そ
し
て
そ
れ
ら
の
取
組

が
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
も
資
す
る
よ

う
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
、と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

長
野
県
の
森
林
の
三
十
四
％
に
あ
た
る

三
十
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管
理
す
る

中
部
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、平
成
二
十
五
年

度
の
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化
以
降
、「
公

益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
」、「
森
林
・

林
業
再
生
へ
の
貢
献
」、「
山
村
地
域
の
振
興
と

森
林
の
総
合
利
用
」を
三
つ
の
柱
と
し
て
、こ
の

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
は
じ
め
と

す
る
各
般
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
度
の
南
木
曽
町
の
土
石
流
災
害

や
御
嶽
山
の
噴
火
災
害
な
ど
自
然
災
害
の
発

生
、一
方
で
は
今
年
度
の
塩
尻
の
大
型
工
場
の

稼
働
開
始
な
ど
、地
域
に
お
け
る
新
た
な
課
題

や
状
況
を
踏
ま
え
た
取
組
も
進
め
て
い
く
こ
と

中部森林管理局長
桂川　裕樹
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森
の
元気

情報

信
州
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の�

�

育
成
を
進
め
て
い
ま
す
！

長
野
県
で
は
、健
全
な
森
林
づ
く
り
に
貢
献
し
、地
域
資
源
を
活
用
す
る
産
業

と
し
て
林
業
・
木
材
産
業
が
発
展
し
て
い
く
た
め
、「
里
山
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
か
ら
、森
林
管
理
、木
材
の
出
荷
・
利
用
等
に
わ
た
り
、経
営
感
覚
を
持
ち
な

が
ら
総
合
的
な
視
野
で
指
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
」で
あ
る「
信
州
フ
ォ
レ

ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」の
育
成
を
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
に
登
録
さ
れ
た
十
名
に
加
え
、
平
成
二
十
六
年
度
に
は
新

た
に
九
名
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
十
九
名
の
皆
様
が
県
下
各
地
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、
連
携
や
情
報
共
有
の
場
な
ど
も
用
意
し
て
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
に
は
十
一
名
の
育
成
を
目
標
に
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
に
信
州
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
皆
様（
地
域
順
、
敬
称
略
）

地

域

事
業
体
名

氏　

名

上

小

信
州
上
小
森
林
組
合

田
中　

憲
一
郎

諏

訪

有
限
会
社
中
央
緑
化

野
田　

幸
秀

上
伊
那

上
伊
那
森
林
組
合
中
部
支
所

松
尾　

秀
一

下
伊
那

飯
伊
森
林
組
合
飯
伊
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー

前
島　

浩
司

木

曽

木
曽
森
林
組
合

古
谷　

武
仁

木

曽

木
曽
南
部
森
林
組
合

長
岡　

功

松

本

松
本
広
域
森
林
組
合

山
本　

健
太

北
安
曇

大
北
森
林
組
合

荻
窪　

善
明

長

野

北
信
木
材
生
産
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

田
中　

真
喜

[H26.7.29]▶
　集合研修では、県内企業のトップラン
ナ ー に 講 義 を お 願 い し た ほ か、ワ ー ク
ショップ形式で課題解決の手法等を学んで
いただきました。

[H26.11.18]▲
　H25に登録されたコンダクター、H26のコンダク
ター候補生、地方事務所の林業普及指導員による連
携会議が開かれ、活発な意見交換が行われました。

[H27.3.6]▶
　集合研修の閉講式には阿部知事も出席
し、激励の言葉とともに、一人ひとりに登録
証を手渡しました。

【
信
州
の
木
活
用
課
】
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� 県産材時代の到来

長
野
市
の
玄
関
口  

県
産
材
で
お
出
迎
え

～
生
ま
れ
変
わ
っ
た「
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
」の
木
材
利
用
～

三
月
十
四
日
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、

県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
新
し
く

な
っ
た
駅
ビ
ル
は
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

特
に
目
を
引
く
の
は
、
善
光
寺
口
の
大
庇

と
列
柱
。
庇
の
ル
ー
バ
ー
や
列
柱
化
粧
材

に
、
長
野
市
産
の
ス
ギ
が
二
八
四
立
方
メ
ー

ト
ル
使
用
さ
れ
て
お
り
、
長
野
市
の
玄
関
口

の
新
た
な
顔
と
し
て
存
在
感
を
放
っ
て
い

ま
す
。

駅
構
内
で
は
、
新
幹
線
の
ホ
ー
ム
に
様
々

な
種
類
の
板
を
使
用
し
た
ベ
ン
チ
が
登
場
。

製
作
は
伊
那
市
の
有
賀
建
具
店
で
、
ア
カ

マ
ツ
や
カ
エ
デ
、
ク
リ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
全

五
十
三
種
の
板
を
用
い
た
六
基
が
配
置
さ

れ
、
信
州
の
樹
種
の
豊
富
さ
や
、
色
・
手

触
り
の
違
い
を
肌
で
実
感
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
幹
線
の
待
合
所

や
在
来
線
の
通
路
に
は
、
様
々
な
樹
種
の

「
木
タ
イ
ル
」
が
展
示
さ
れ
、
利
用
客
の
目

を
引
い
て
い
ま
す
。

新
幹
線
の
改
札
を
出
る
と
、
正
面
の
壁
板

が
目
に
飛
び
込
み
ま
す
。
こ
ち
ら
は
カ
ラ
マ

ツ
の
無
垢
板
。
以
前
の
壁
面
と
は
随
分
違
っ

た
柔
ら
か
な
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

駅
ビ
ル
内
の
シ
ョ
ッ
プ
も
木
質
を
基
調
と

し
た
も
の
が
多
く
、
特
に
「
東
急
ハ
ン
ズ
長

野
店
」
で
は
、
す
し
桶
や
手
桶
、
湯
桶
、
木

製
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
、
木
材
を
利
用
し
た
県

産
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆�

富
山
の
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

「
ケ
ロ
リ
ン
木
桶
」
も
登
場

黄
色
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
桶
で
お
な
じ
み
の
「
ケ
ロ
リ
ン
桶
」。
販
売
元
の
富

山
市
の
製
薬
企
業
「
内
外
薬
品
株
式
会
社
」
が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
記
念
し

て
、
木
曽
産
の
木
桶（
サ
ワ
ラ
）に
よ
る
「
ケ
ロ
リ
ン
木
桶
」
の
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
駅
ビ
ル
内
の
東
急
ハ
ン
ズ
長
野

店
と
「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」（
東
京
都
）で
、

一
個
四
千
円（
税
抜
き
）で
販
売
。
三
月
十
四

日
の
発
売
日
か
ら
売
り
切
れ
が
続
出
す
る
ほ

ど
の
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
元
の

内
外
薬
品
株
式
会
社
で
は
、
こ
の
木
桶
の
売

上
の
一
部
を
木
曽
地
域
の
森
林
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
、
木
曽
広
域
連
合
と
の
「
森
林

の
里
親
協
定
」
の
締
結
を
予
定
。
小
さ
な
木

の
商
品
は
、「
木
の
文
化
の
再
生
」
へ
の
貢

献
の
み
な
ら
ず
、
新
幹
線
沿
線
地
域
の
交
流

や
木
曽
地
域
の
復
興
・
森
林
づ
く
り
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。�

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

新幹線ホームのベンチ

ケロリン木桶（左）と従来品（右）

ＪＲ長野駅の大庇と列柱（木造公共施設整備事業）

ＪＲ長野駅構内の木質内装（木造公共施設整備事業）
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県産材時代の到来

信
州
Ｆ·

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

木
材
加
工
施
設
が
竣
工

平
成
二
十
六
年
七
月
か
ら
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
信
州
F
・
P
O
W
E
R
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
木
材
加
工
施
設（
ソ
ヤ
ノ
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
）が
完
成
し
、
四
月
十

日
に
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
竣
工
式
で
は
、
征
矢
野
建
材
㈱
櫻
井
社

長
、
阿
部
知
事
を
は
じ
め
、
国
・
県
・
近
隣
市
町
村
・
地
元
・
林
業
関
係
者
・

工
事
関
係
者
・
取
引
関
係
者
な
ど
、
多
数
の
皆
様
の
参
加
の
も
と
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
生
産
ラ
イ
ン
の
始
動
式
、
設

備
見
学
会
、
記
念
植
樹
及
び
式

典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
の
見
学
会
と
合
わ
せ
、
約

六
百
名
の
出
席
者
と
な
り
、
期

待
の
大
き
さ
や
関
心
の
高
さ

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
完
成
し
た
木
材
加
工

施
設
は
、
県
内
初
の
集
中
型
木

材
加
工
施
設
で
、
ア
カ
マ
ツ
や

広
葉
樹
を
中
心
に
初
年
度
の

原
木
消
費
計
画
量
、
五
万
立

方
メ
ー
ト
ル
。
三
年
後
は
年

間
目
標
原
木
消
費
量
十
万
立

方
メ
ー
ト
ル
を
利
用
し
、
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
を
中
心
に
生
産

し
ま
す
。

知
事
か
ら
は
、「
夢
と
希
望
を
持
て
る
最
先
端
の
施
設
。
こ
の
日
が
長
野
県

の
林
業
再
生
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
と
、
十
年
後
、
二
十
年
後
、
大
勢
の
人

に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
と
し
て
も
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
長
野
県
の

林
業
創
生
に
向
け
る
思
い
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

併
設
予
定
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
は
、
平
成
二
十
九
年
春
の
稼
働
を

目
指
し
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

【
導
入
施
設
】
：
選
別
機
一
基
、
剥
皮
施
設
一
基
、
製
材
ラ
イ
ン
一
式
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
生
産
ラ
イ
ン
一
式
、
木
材
乾
燥
機
二
十
四
基
、
作
業
用
建
物（
製
材
用
・

造
作
材
用
・
構
造
材
用
）、
原
木
選
別
棟
一
棟
、
事
務
所
一
棟
、
養
生
庫
二
棟
、

製
品
保
管
倉
庫
四
棟
等

�

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

ソヤノウッドパークの全景

ソヤノウッドパークの原木集荷状況

竣工式での知事あいさつ
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� 山地災害に備える

日
本
で
は
、
毎
年
２
，
０
０
０
箇
所
も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。　

日
本
で
山
地
災
害
が
多
く

発
生
す
る
の
は
、
地
形
や
気
候
条
件
が
山
地
災
害
を
起
こ
し
や
す
い

特
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
日
ご
ろ
か
ら
、
山
地
災

害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

５
月
20
日
～
６
月
30
日

山
地
災
害
が
多
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
梅
雨
の
季
節
で
す
。

そ
こ
で
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
で
は
毎
年
５
月
20
日
～
６
月
30

日
に
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
的
に
展
開
し
、
山
地
災

害
危
険
地
区
の
周
知
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
山
地
災
害
に
備
え
る
広
報
活

動
、
防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
地
災
害
に
備
え
る

渓流内の倒木整理（池田町坂下）

危険箇所パトロール（諏訪市榊町）

地域ぐるみで取り組む
山地防災活動の事例

平成26年7月台風災害
南木曽町梨子沢
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山地災害に備える

ち
さ
ん
マ
ン 

か
ら
魂
の
お
知
ら
せ
！

近
年
も
山
地
災
害
が�

多
発
し
て
い
ま
す

見逃すな！ 山の危険信号
山地災害への備えとして、身近な山のことをよく
知り、山地災害の兆候を覚えておきましょう。

山
崩
れ
、土
石
流
な
ど
の
山
地
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
、森
林
整
備
や
治
山
施
設
整
備
な
ど
の
取

組
を
ま
と
め
た
、「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
の
ス

ス
メ（
森
林
の
防
災
・
減
災
対
策
事
例
集
）」を
作
成

し
た
！

こ
れ
ま
で
に
行
政
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
取
組

ん
で
き
た
具
体
例
を
、写
真
の
掲
載
を
中
心
に
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
！　

こ
の
事
例
集
は
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
！　

今
回
は
こ
れ
が
限
界
！

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/shinrin/sangyo/ringyo/hozen/

chisan/index.htm
l

ホ
ー
ム >

 

仕
事・産
業・観
光 >

 

森
林・林
業 >

 

森
林
保
全 >

 

信
州
の
治
山

平成26年7月台風災害　南木曽町 胡桃田沢 平成26年11月神城断層地震災害　長野市 郷路

平成25年9月台風災害　阿智村 伍和平成25年9月台風災害　泰阜村 黒見

�

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】
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ナルホド !! 耳より情報

皆
伐
施
業
後
の
更
新
の
手
引
き
を
作
成
し
ま
し
た

長
野
県
の
森
林
は
、
資
源
の
成
熟
に
伴
い
、
間
伐
な
ど
の
保
育
を
行
う

「
育
て
る
時
代
」
か
ら
、木
材
資
源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
「
利
用
の
時
代
」

に
移
行
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
現
在
進
め
て
い
る
搬
出
間
伐
に

加
え
て
、
皆
伐
施
業
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
伐
施
業
に
対
し

て
は
、
一
時
的
に
森
林
を
失
う
こ
と
や
、
健
全
な
森
林
を
再
生
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
へ
の
不
安
や
、
災
害
を
誘
発
し
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
う
心
配
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
長
野
県
で
は
、
皆
伐
施
業
を
行
っ
て
も
、
健
全
な
森
林
が
再
び

成
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
手

引
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
手
引
書
で
は
、
皆
伐
施
業
を
行
っ
た
後
の
森
林
を
ど
の
よ
う
に
育

て
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
更
新
方
法
の
判
断
基
準
を
示
す
と
共
に
、

近
年
増
え
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
被
害
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
避
け
れ

ば
よ
い
の
か
、
更
新
施
業
後
の
森
林
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
健
全

な
森
林
に
戻
る
の
か
と
い
っ
た
技
術
的
な
知
見
を
整
理
し
ま
し
た
。

本
書
は
、
長
野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ご
ら
ん
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

http://www.pref.nagano.lg.jp/ringyo/kensei/soshiki/soshiki/
kencho/shinshunoki/documents/reforestmanual.pdf
�

【
信
州
の
木
活
用
課
】

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の 

　
伐
採
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定�

�

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

『
伐
採
跡
地
は
確
実
な
更
新
を
計
画
的
に
取
り
組
み
ま
す
』

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
長
野
県
の
補
助
事
業
を
受
け
て

「
伐
採
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。「
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
伐
採
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
森
林
の
主
伐

時
代
に
向
け
、
森
林
組
合
や
素
材
生
産
事
業
体
の
自
ら
の
「
責
任
あ
る
素

材
生
産
業
の
行
動
規
範
」
と
な
り
ま
す
。

策
定
の
背
景
に
は
大
型
木
材
加
工
施
設
の
稼
働
や
森
林
資
源
の
平
準
化

に
向
け
た
施
業
に
よ
り
、
皆
伐
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す

が
、
素
材
生
産
事
業
者
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
役
割
を
担
い
、
社
会
的

信
頼
と
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は

ど
う
行
動
を
起
こ
す
べ
き
か
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

内
容
的
に
は
あ
り
き
た
り
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
施

業
に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
整
理
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
宮
崎
県
の
「
N
P
O
法
人
ひ
む
か

維
森
の
会
」
の
指
導
を
受
け
、
伐
採
現

場
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

林業県宮崎では更新が進んでいる
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本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
荷主会結成47周年
記念市
６月20日（土）

６月23日（火） 6月 ８日（月）
6月24日（水）

6月 9日（火）

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※�本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

６月の市売りのご案内

王
滝
村
に�

�『
楽
天
の
森
』が
で
き
ま
し
た
！

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日
、
楽
天
㈱
と
王
滝
村
、
木
曽

森
林
組
合
の
間
で
、「
森
林（
も
り
）の
里
親
契
約
」が
結
ば
れ
、

『
楽
天
の
森
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

『
楽
天
の
森
』
は
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
マ
ス
コ
ッ
ト
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
猛
禽
類
の
生
育
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
今
回
、
御
嶽
山
の
ふ
も
と
王

滝
村
に
は
ク
マ
タ
カ
が
生
育
す
る
こ
と
か
ら
、
お
話
を
い
た

だ
き
、
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
楽
天
の
森
』
は
御
岳
湖
周
辺
の
村
有
林
約
五
ha
で
、
ナ

ラ
な
ど
の
広
葉
樹
や
カ
ラ
マ
ツ
の
森
林
で
、
日
当
た
り
も
よ

く
、
石
場
が
多
い
た
め
、
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
小
動
物
の
適
し
た

場
所
に
あ
り
、
ク
マ
タ
カ
に
と
っ
て
も
絶
好
の
餌
場
に
な
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、今
後
三
年
間
で
除
間
伐
を
行
う
計
画
を
立
て
、

平
成
二
十
六
年
度
は
二
ha
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

王
滝
村
経
済
産
業
課
の
田
中
課
長
補
佐
さ
ん
も
「
通
常
の

里
山
整
備
と
違
い
ク
マ
タ
カ
の
生
育
環
境
の
向
上
が
目
的
の

事
業
と
い
う
こ
と
で
猟
師
さ
ん
に
ク
マ
タ
カ
の
生
態
等
の
話

を
聞
き
、
あ
る
程
度
の
環
境
整
備
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

日
本
野
鳥
の
会
木
曽
支
部
長
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
整
備
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

『
楽
天
の
森
』
は
木
曽
町
三
岳
か
ら
県
道
へ
王
滝
村
へ
向

か
う
途
中
の
鞍
馬
ト
ン
ネ
ル
手
前
に
あ
り
ま
す
。
王
滝
村
に

来
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

【
木
曽
地
方
事
務
所 

林
務
課
】

整備後

整備前

整備中も御岳湖が見えました！

位置図

御岳湖

御嶽山

王滝村役場

楽天の森
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� お知らせ

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー�

研
究
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。�

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
や
協
力
機
関
の
研
究
成
果
等
を
広
く
県
民
に
情
報
発
信
し
、

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　
平
成
二
十
七
年
六
月
十
一
日（
木
）　

午
後
十
二
時
三
十
分
開
場

場
所　
塩
尻
市
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル（
塩
尻
市
役
所
北
隣
）

内
容　
開
催
テ
ー
マ　
「
木
を
活
か
し
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
」

発
表
内
容（
午
後
一
時
～
、
中
ホ
ー
ル
）

山
地
災
害
危
険
地
の
抽
出
／
被
害
跡
地
や
広
葉
樹
林
の
更
新
／
小
面
積
皆
伐

跡
地
の
切
株
を
利
用
し
た
き
の
こ
栽
培
／
カ
ラ
マ
ツ
製
治
山
施
設
の
劣
化
調

査
／
未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
／
そ
の
他

ポ
ス
タ
ー
等
展
示
発
表（
午
後
三
時
～
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

発
表
課
題
以
外
の
当
セ
ン
タ
ー
や
協
力
機
関
の
研
究
成
果
等
を
ポ
ス
タ
ー
展

示
で
紹
介
し
、
成
果
発
表
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
直
接
情
報

交
換
し
ま
す
。

レザンホール　塩尻市大門七番町四番八号
電話　0263-53-5503　 
交通案内：塩尻駅より徒歩約7分です
お願い　�自動車でお越しの方は乗合せにご協力

ください

問い合わせ

林業総合センター 指導部
部長　宮崎 隆幸　担当　間島 達哉
電話 0263-52-0600
Fax 0263-51-1311
E-mail：ringyosogo@pref.nagano.lg.jp
http://www.pref.nagano.lg.jp/ringyosogo/

入場無料

平
成
二
十
七
年
度 

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い 

（
第
六
十
六
回 

長
野
県
植
樹
祭
） 

　  

～
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
一
年
前
イ
ベ
ン
ト
～
が
大
町
市
で
開
催
さ
れ
ま
す

　

大
会
テ
ー
マ
　
育
て
よ
う　
小
さ
な
木
か
ら　
大
き
な
森

�

（
大
町
市
立
第
一
中
学
校　

柳
原　

響　

さ
ん
の
作
品
）

県
民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た
め
に
、
地
域
住
民
や
森
林
づ
く
り
を
支

援
す
る
企
業
や
団
体
の
ご
参
加
・
ご
協
力
の
も
と
で
、
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
の
一
年
前

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
森
林
づ
く
り
活
動
を
行
い
、
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

開
催
日
時
・
会
場

●�

平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
日（
土
）　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
一
時
ま
で

●�

大
町
市　

鹿
島
槍
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ 

鹿
島
槍
ス
キ
ー
場
」（
荒
天
時
会
場
「
大
町
市
総
合
体
育
館
」）

行
事
概
要

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
式
典　

�

大
会
テ
ー
マ
表
彰
、
全
国
植
樹
祭
木
製
地
球
儀
お
披
露
目
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

苗
木
の
お
引
き
渡
し
／
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
宣
言
等

●
森
林
整
備
活
動　

広
葉
樹 

約
三
千
本 

の
植
樹
等
を
行
い
ま
す
。

●�

郷
土
物
産
品
の
展
示
・
販
売
や
県
内
森
林
整
備
活
動
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
。

※�

当
日
は
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昼
食
時
に
汁

物
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

参
加
方
法

●
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。（
当
日
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は

県
庁 

林
務
部 

森
林
づ
く
り
推
進
課 

全
国
植
樹
祭
推
進
室 

施
設
植
樹
係
0
2
6
－

2
3
5
－
7
3
7
9（
直
通
）又
は　

北
安
曇
地
方
事
務
所 

林
務
課 

普
及
林
産
係 

0
2
6
1
－
２
３
－
6
5
2
2（
直
通
）ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
併
催
行
事
】

森
林
教
室（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で　

大
町
市　

鹿
島
槍
ス
キ
ー
場
周
辺

長
野
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
員
を
講
師
に
植
生
等
を
観
察
し
ま
す
。

　

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
緑
の
基
金　

�
�

0
2
6
－
2
3
2
－
0
1
1
1（
内
線
4
8
1
9
）

平成26年度
ふるさとの森づくり
県民の集いの状況

一年前イベント
特別プレゼンター 2015年度

ミス日本みどりの女神
佐野 加奈 さんが参加
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お知らせ

長
野
県
林
業
大
学
校
は
、
本
県
の
林
業
の
近
代
化
を
推
進
す
る
た
め
、
専
門
的

知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
農
山
村
地
域
に
あ
っ
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
技

術
者
や
林
業
後
継
者
と
な
る
有
能
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行

学
一
致
の
総
合
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
修
業
年
限　

二
年

◇
定　

員　
　

四
十
名（
各
学
年
二
十
名
）

◇
全
寮
制　

即
戦
力
に
つ
な
が
る
多
く
の
資
格
取
得

○
卒
業
時
に
習
得
で
き
る
資
格
等

◆
専
門
士（
林
業
専
門
課
程
）の
称
号
の
付

与
◆
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
特
別
教
育
修

了
証（
伐
木
造
材
）◆
刈
払
機
取
扱
作
業
者

安
全
教
育
修
了
証
◆
国
家
公
務
員
一
般

職
大
学
卒
業
程
度
試
験
受
験
資
格（
卒
業

見
込
者
）◆
森
林
情
報
士
二
級（
要
申
請
）

◆
樹
木
医
補（
要
申
請
）◆
自
然
再
生
士
補

（
要
申
請
）◆
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
資
格

○
試
験
等
合
格
後
に
得
ら
れ
る
資
格
等

◆
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
二
次
試
験
一
部
免
除
◆
森
林
整
備
業
務
専
門
技
術
者
◆

林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
規
程
に
よ
る
講
習
修
了
書
◆
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

能
講
習
修
了
証
◆
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
証
◆
小
型
ク
レ
ー
ン
運
転

技
能
講
習
修
了
証
技
能
講
習
修
了
◆
玉
掛
技
能
修
了
証
◆
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
救

急
員
認
定
証
◆
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
受
講
証

連絡先

長野県林業大学校
〒397-0002
木曽郡木曽町新開4385-1
☎  0264-23-2321

 0264-21-1058
 ringyodai@pref.nagano.lg.jp 

平
成
二
十
七
年
度
「
県
民
共
学
講
座
」
の
開
催
に
つ
い
て

林
業
大
学
校
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
本
校
の
授
業
を
一
部
開
放
し
、
学
生
と
共

に
受
講
し
て
い
た
だ
く
「
県
民
共
学
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の
開
催
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
講
希
望
者
は
大
学
校

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

回 講義内容 日時 講師

３
回

〈文学〉
「星の王子さま」の読解、シャンソンの鑑賞

6月26日（金）
13:00 ～ 16:10 信州大学　吉田　正明先生

４
回

〈林政学〉
農山村・都市と林業・森林について

8月26日（水）
13:00 ～ 16:10 信州大学　三木　敦朗先生

５
回

〈哲学〉正岡子規宮沢賢治の作品を題材に
「私」という謎について考えます

10月８日（木）
13:00 ～ 16:10

諏訪東京理科大学
関塚　正嗣先生

６
回

〈森林生態学〉
森林の生態遷移、地質学的遷移、極相等

10月15日（木）
13:00 ～ 16:10 名古屋大学　只木　良也先生

７
回

〈心理学〉心とはなにか、ストレス、メンタ
ルヘルスについて

11月25日（水）
13:00 ～ 16:10 元松本大学　石井　房枝先生

８
回

〈経済学〉第二次世界大戦後の世界体制、
先進諸国の高度経済成長、福祉国家等につ
いて学習

12月8日（火）
13:00 ～ 16:10 信州大学　岩崎　徹也先生

（第一回社会学、第二回造園学は既に終了）

長
野
県
林
業
大
学
校
の
紹
介
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皆
伝
！

刃
物
の
極
意

第
九
話
　
肥
後
守�

株
式
会
社　

大
崎
商
店 

�

代
表
取
締
役　

大
崎
久
雄

野
に
遊
ぶ
少
年
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
い

つ
も
肥
後
守（
ひ
ご
の
か
み
）と
云
う
ナ
イ

フ
が
入
っ
て
い
た
。

エ
ン
ピ
ツ
を
削
り
、竹
ト
ン
ボ
を
作
り
、

色
々
な
道
具
作
り
に
は
、
極
め
て
便
利
な

道
具
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が
小
学
校

一
年
生
で
入
学
し
た
と
き
、
一
人
の
少
年

の
周
り
に
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。
そ

の
少
年
が
、
一
本
の
エ
ン
ピ
ツ
を
見
事
に

削
り
上
げ
て
い
る
。左
手
の
エ
ン
ピ
ツ
は
、

手
の
中
で
ク
ル
ク
ル
回
り
、
右
手
の
肥
後

守
は
、
深
か
ら
ず
、
浅
か
ら
ず
、
手
慣
れ

た
手
の
動
き
で
削
り
上
げ
て
い
く
。
見
て

い
た
皆
、
一
応
に
口
を
あ
け
て
驚
い
て
い

る
。美
し
い
芯
の
で
た
エ
ン
ピ
ツ
で
あ
る
。

次
の
日
か
ら
、
皆
、
密
か
に
エ
ン
ピ
ツ
削

り
の
練
習
が
始
ま
る
。
１
９
６
０
年
代
の

頃
、
少
年
だ
っ
た
人
達
の
話
で
あ
る
。
昭

和
35
年
頃
、
あ
る
事
件
を
境
に
「
刃
物
を

持
た
せ
な
い
運
動
」
が
始
ま
り
、
野
原
を

焼
く
が
ご
と
く
、全
国
瞬
く
間
に
広
ま
り
、

エ
ン
ピ
ツ
を
削
る
道
具
が
凶
器
の
ご
と
く

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル（
長
野
市
）に
て
４

月
20
日
、
長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
の

第
45
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
は
労
協
な
が
の
・
青
木
代
表
理

事
と
、
Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
・
大
槻
会
長

よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
・
平
成
26
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て
、
第
２
号
議
案
・
平
成
27
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
決
定
に
つ
い

て
、
第
３
号
議
案
・
負
担
金
の
賦
課
・

徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
第
４
号
議
案
・

平
成
27
年
度
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

が
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
上
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
同
組
合
連
絡
会
で
は
平
成
26
年
度

の
活
動
と
し
て
、

⃝
協
同
組
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⃝
信
大
経

済
学
部
社
会
科
学
特
別
講
座
⃝
長
野
県

協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
⃝
協
同
組

合
職
員
交
流
会
「
協
同
組
合
の
未
来
に

向
か
っ
て
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
で

は
協
同
組
合
連
絡
会
と
し
て
、
①
協
同

組
合
の
価
値
・
役
割
等
に
係
る
県
民
か

ら
の
共
感
づ
く
り
に
向
け
た
、
行
事
・

広
報
の
取
組
②
組
合
員
・
会
員
の
相
互

交
流
の
促
進
に
向
け
た
取
組
③
協
同
組

合
間
連
携
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
④

協
同
組
合
の
明
日
を
考
え
る

長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
通
常
総
会

諸
会
議
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
は
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｃ

総
研
・
比
嘉
理
事
よ
り
「
協
同
組
合
の

明
日
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
協
同

組
合
で
あ
る
こ
と
の
意
義
の
再
確
認
、

一
層
の
協
同
組
合
間
の
連
携
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
長・安
全
衛
生 

�

責
任
者
教
育
開
催

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育（
主

催
：
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
）
が
４
月

12
・
13
日
に
、
安
曇
野
市
の
も
く
り
ゅ

う
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
現
場
に
お
け
る
作

業
員
の
安
全
向
上
と
指
導
・
監
督
能
力 JC総研・比嘉氏による講演

挨拶を行う大槻会長（JA長野中央会）
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言
わ
れ
、排
除
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町

立
会
染
小
学
校
で
は
、「
ナ
イ
フ
に
親
し

む
週
間
」
が
あ
り
、
六
年
生
の
児
童
が
下

級
生
に
、耳
か
き
、小
枝
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
と
正
し
い
ナ
イ
フ
の
使
い
方
、
研
ぎ

方
を
教
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
刃
物
の

扱
い
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
低
学
年
の
児

童
は
、
指
先
を
切
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
た

ま
に
は
あ
る
が
、
肥
後
守（
ナ
イ
フ
）に
よ

る
事
故
は
、
今
ま
で
で
一
度
も
起
こ
し
た

こ
と
が
な
い
そ
う
で
あ
る
。
ナ
イ
フ
の
使

い
方
を
誤
る
と
怪
我
を
す
る
と
い
う
こ
と

を
、体
を
も
っ
て
学
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

安
全
に
刃
物
を
扱
う
に
は
当
然
、「
研
ぎ
」

と
い
う
行
為
が
大
事
な
作
業
に
な
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
気
持
ち
を
集
中

し
て
、
刃
物
を
研
が
な
い
と
指
を
切
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
会
染
小
学
校
で

も
流
し
台
に
砥
石
を
置
い
て
肥
後
守
を
研

い
で
い
る
姿
が
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
マ
ガ
ジ
ン
「
は

た
ら
く
刃
物
」（
出
版
社
：
株
式
会
社
ワ
ー

ル
ド
フ
ォ
ト
プ
レ
ス
）に
記
載
さ
れ
て
い

る
。こ
の
小
学
校
は
30
年
近
く
に
わ
た
り
、

学
校
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。

目
ま
ぐ
る
し
い
く
ら
い
、
早
い
速
度
で

情
報
が
溢
れ
る
中
、
手
の
復
権
は
、
感
性
、

感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
エ
ン

ピ
ツ
の
中
に
も
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

安
定
的
・
効
率
的
な
木
材
供
給
体
制
の
確
立
に
向
け
て

�

～
生
産
性
向
上
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
勉
強
会
～

４
月
21
日
に
、
中
部
森
林
管
理
局
に

お
い
て
生
産
性
向
上
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

勉
強
会（
主
催
：
中
部
森
林
管
理
局
）が
開

催
さ
れ
、
１
６
０
名
を
超
え
る
林
業
・

木
材
関
係
者
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
ま

し
た
。

中
部
森
林
管
理
局
次
長
・
河
野
氏
よ

り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
①
中
部
森
林

管
理
局
森
林
整
備
部
長
・
中
村
氏
よ
り

「
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
」、
②
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指

導
部
長
・
宮
崎
氏
よ
り
「
労
働
生
産
性

と
コ
ス
ト
に
つ
い
て
」、
③
岐
阜
県
揖
斐

農
林
事
務
所
林
業
課
森
林
整
備
係
長
・

下
野
氏
よ
り
「
生
産
性
の
把
握
と
コ
ス

ト
の
分
析
に
つ
い
て
」、
④
岐
阜
県
森
連

岐
阜
林
産
シ
ス
テ
ム
推
進
セ
ン
タ
ー
所

長
・
樋
口
氏
よ
り
「
岐
阜
林
産
シ
ス
テ

ム
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
組
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
は
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
長
野
県
の
生
産
性

目
標
の
定
め
方
や
、
労
働
生
産
性
の
計

算
基
準
、
作
業
員
に
書
い
て
も
ら
っ
た

日
報
結
果
の
見
え
る
化
と
活
用
方
法
な

ど
、様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
県
下
の
森
林

組
合
を
対
象
に
技
能
職
員
お
よ
び
一
般

職
員
参
加
の
も
と
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
R
S
T
ト
レ
ー
ナ
ー
の
伊

東
仁
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
講

義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日

目
は
職
長
の
役
割
・
指
導
及
び
教
育
の

方
法
か
ら
始
ま
り
、
基
本
的
な
労
働
災

害
発
生
の
要
因
、
作
業
の
具
体
的
改
善

の
方
法
等
に
つ
い
て
。
二
日
目
は
作
業

手
順
の
定
め
方
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
措
置
、
グ
ル
ー
プ
作
業
を
通
じ
た
作

業
指
示
安
全
訓
練
な
ど
、
計
14
時
間
に

わ
た
る
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
研
修
後
、
受
講
者
に
は
労
働
安
全

衛
生
法
で
定
め
ら
れ
た
「
職
長
・
安
全

衛
生
責
任
者
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に

基
づ
く
修
了
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

グループワークの指導を行う伊東氏

中部森林管理局次長・河野氏による開会の挨拶

意見交換会の様子
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長野県の木材市況


